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松
浪
 
 
稔
 
  １．はじめに
 
二〇一三年九月七日アルゼンチンのブエノスアイレスで
開催された第一二五次ＩＯＣ総会において、二〇二〇年の第三二回オリンピック競技大会の開催地が決定した。立候補都市は東京、イスタンブール、マドリッド。この総会に先立つ七月三日、ス 、ローザンヌで開催されたテクニカルブリーフィング （
2020 C
andidate C
ities B
riefing for IO
C
 M
em
bers ） で、
麻生太郎副総理は 世界ア チ・ドーピング機構への支援強化、海外に派遣する指導者数の倍増、国際スポーツ ける次世代のリーダー育成のための国際スポーツアカデミーの設立を三本柱とした新しいプログラム「
Sport for Tom
orrow
（スポーツ・フォー・トゥモロー） 」について言及した
（1）。
 
そして九月七日ＩＯＣ総会において、安倍晋三総理は東京
招致のための演説で「だからこそ、その翌年
（2）です。日本は、
ボランティアの組織をこしらえま た。広く、遠くへと、スポーツのメッセージ 送り届ける仕事に乗り出し です。以来、三〇〇〇人にも及ぶ日本の若者が、スポ ツのインストラクタ として働きます。赴任 た先の国は、八〇を超える数に上ります。働きを通じ、一〇〇万を超す人々の、心
琴線に触れたのです
（3）」と述べ、これまでの青年海外協力隊
（ＪＩＣＡボランティア）のスポーツ隊員の活躍に触れた。
 
さらに、 「二〇二〇年に東京を選ぶことは、オリンピック
運動の一つの新しい力強い推進力を選ぶことを意味します。なぜならば、われわれが実施しようとしている「
Sport for 
Tom
orrow
」という新しいプランのもと、日本の若者は、もっ
とたくさん世界へ出ていくからです。学校 つく 手助けをするでしょう。スポーツの道具を提供するで ょう。体育のカリキュラムを生み出すお手伝いをすることでしょう。やがて、オリンピックの聖火が二〇二〇年に東京へやってくる頃までには、彼らはスポーツの悦びを一〇〇を超 国々で一〇〇〇万になんなんとする人々へ直接届けて るはずなのす
（4）」と、 「
Sport for Tom
orrow
」について述べた
（5）。安倍総理
のスピーチが、二〇二〇年東京招致決定に重要な役割を果たしたと評価する海外メディアも多い。
 
本稿は、二〇二〇年東京オリンピックに向けた「
Sport for 
Tom
orrow
」 プログラムの概要、 さらに、 コスタリカ、 ペルー、
エルサルバドルでの実地調査（ＪＩＣＡ‐大学連携ボランティア派遣事業（スポーツ分野）形成調査団）を基に、こ プ
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ポスト・グローバル化社会におけるスポーツ文化研究
ログラムの一翼を担う国際スポーツボランティアの可能性について考察を加えることを目的とする。
 
 ２．
Sport for Tom
orrow
（スポーツ・フォー・トゥモロー）
 
「
Sport for Tom
orrow
」は、先に触れたとおり、安倍総理が
ＩＯＣ総会での二〇二〇年東京オリンピック招致のためのプレゼンテーションにおいて発表した、スポーツ分野における日本政府の国際貢献策である。そのコアメ セージは「スポーツが未来をつくる： 年東京オリンピック・パラリンピック大会とそれに向けた具体的行動 通じて、世界のより良い未来のために、未来を担う若者 はじめ、あらゆる世代の人々に、スポーツの価値とオリンピック・ムーブメントを広げていく
（6）」である。
 
具体的には、二〇一四～二〇二〇年の七年間で、開発途上
国を始めとする一〇〇ヶ国以上の国において、一 〇〇万人以上を対象に、次のプログラムを実施するとしている
（7）。
 
 ⒧
 スポーツを通じた国際協力及び交流
 
スポーツ関連施設の整備や器材供与（一般文化無償及び草
の根文化無償） 、スポーツ指導者の派遣（ＪＩ Ａボランティア派遣） 、 スポーツ分野での技術協力 （ＪＩ Ａ技術協力） 、スポーツ分野での日本文化紹介・人材育成支援 国際交流基金事業の専門家の派遣・招へい及び在外公館文化事業） 、学校体育カリキュラム・教材の策定支援 スポーツ・イベントの開催支援といったハード・ソフトの両面における 実施：外務省及び文科省）
 
 ⑵
 ＩＯＣや国際的な大学間ネットワーク構築による国際スポーツ人材育成体制の構築
 
ＩＯＣ委員をはじめとする国際的に活躍するスポーツ関
係者を外国人教員として日本へ招へいし、また、各国オリンピック委員会等から将来のスポーツ指導者や国際スポーツ界の核となる人材を受入れ・養成するための中核拠点を形成（実施：文科省）
 
 ⑶
 国際的なアンチ・ドーピング推進体制の強化支援
 
世界ドーピング防止機構（ＷＡＤＡ）等の国際機関や海外
の製薬業界等と連携し、アンチ・ドーピング活動を世界的に普及・促進していくための調査・研究、及び、教育・研修パッケージの開発・導入支援等（実施：文科省）
（8） 
 
これまでに実施してきた活動については、 「
Sport for 
Tom
orrow
」のＨＰ上に詳しい
（9）。
 
そして、七年間で一〇〇ヶ国一〇〇〇万人以上にスポーツ
を通した国際協力及び交流を行うプログラムを するために注目されるのが、安倍総理が招致演説でもふれたＪＩＣＡボランティアである。
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                     ３．ＪＩＣＡボランティア
 
 
ＪＩＣＡ（ジャイカ：国際協力機構
（10））は、外務省所管の
独立行政法人で、日本政府のＯＤＡ（政府開発援助）の実施機関の一つであり、開発途上地域等の経済及び社会の発展に寄与し、国際協力の促進に資することを目的としている。
 
 
ＪＩＣＡボランティア事業は、ＯＤＡ（政府開発援助）の
一環であり、ＪＩＣＡの技術協力分野の国際協力の一つである。貧困、医療、教育問題等、その国が抱える問題に取り組み、経済や社会の発展に貢献することを草の根レベルで目指してい 心身ともに健康な日本国籍を持つ二〇～三九歳を対象とした青年海外協力隊、日系社会青年ボランティア、四〇～六九歳を対象としたシニア海外ボランティア、日系社会シニア・ボランティアなどがあり 開発途上国または日系人社会からの要請に基づいて それに見合った技術・知識・経験を持ち、それを現地の人々の め 活かしたい、と望む人物を募集し、選考、訓練を経て派遣している。
 
 
青年海外協力隊は、一九六五年発足。これまでに八八か国
に四〇二四七人の隊員を派遣 てきた
（11）。派遣職種は一二〇
以上
（12）。隊員は二年間（短期（一ヵ月から一年未満）の派遣
もある）の長期にわたり いわゆる開発途上国などで 現地の人々と共に生活し、働き 彼らと同じ言葉で話し、相互理解を図りながら、彼らの自助努力 促進す ように活動する。体育スポーツ関連 職種は約三〇で、安倍首相 二〇二〇年東京五輪招致演説 あったように、これまでに三〇〇〇人以上が体育・ 隊員として派遣された
（13）。
 
 
このような実績があるため、
Sport for Tom
orrow
プログラム
を実施するうえで、ＪＩＣＡボランティアにかかる期待は大きい。
 
 
しかし、懸案事項がある。一九九四年には約一万二〇〇〇
人の応募があった青年海外協力隊だ 、この年をピークに応募者数が減っているのである。二〇〇九年は二五〇一件の派
図1  Sport for Tomorrow プログラム 
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遣要請に応募者数は四七五二人、合格者は一六二五人。要請充足率は六四・七％だった。以降 二〇一〇年は要請数一八四二件に対して 四〇六一人、合格者一〇八四人、充足率五八・五％。二〇一一年は要請数一七八九件、応募者二九七一人、合格者八八七人、充足率四九・五八％。二 一二年は要請数 四〇七件、 応募者数二六七四 九 人、充足率三八・〇一％であった。また二〇一 年の青年海外協力隊春募集のスポーツ分野の要請は 〇八件で合格は四七人、充足率 四四％だった。つまり、各国からの派遣要請の半分にも応じることが出来ない、ボランティア不足といえる状況なのだ
（14）。よって応募者の確保が急務となっているので
ある。
 
 ４．大学連携ボランティア派遣事業（スポーツ分野）形成調
査団の背景
 
二〇一四年十二月、ＪＩＣＡと青年海外協力隊事務局は、
大学連携ボランティア派遣事業（スポーツ分野）形成調査団の参加者 （参加 ） を募集した。 調査対象国はコスタリカペルー、エルサルバドル（ペルーは視察のみ）
（15）。
 
応募者が減少しているＪＩＣＡボランティアの確保のた
めに、ＪＩＣＡと大学が連携し、大学から安定的にボランティアを供給したい、という思惑がその背景にある。また、スポーツ分野のボランティアは大学生をリソースとして活用できるという点で、大学連携を形成しやすいという利点があるからである。
 
一方の大学は、外務省や経済産業省、文部科学省などの提
唱する「グローバル人材の育成」という課題がある。 「グローバル人材」の概念には、おおむね次のような要素が含まれる。
 
 要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力
 
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟
性、責任感、使命感
 
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンテ
ィティー
（16） 
 これらの は、ＪＩＣＡボランティアが活動する際に必
要な資質である。つまり、ＪＩＣＡと連携し、ＪＩＣＡボランティアを定期的に派遣することは、大学におけるグローバル人材の育成につながるのである。
 
 
そして、グローバル人材育成を促進したい大学のニーズと、
ボランティア 確保が難しい分野 の人材供給を 求めたいＪＩＣＡのニーズから形成されたのがＪＩ による「大学連携ボランティア派遣事業」であ 。二〇一五年二月現在、一二の大学（うち六大学
（17）がスポーツ分野の協力）
がＪＩＣＡとの でボランティア派遣事業を行っている（行う予定である） 。
 
 
「平成二六年度大学連携ボランティア派遣事業（スポーツ
分野）形成調査団」には、東海大学、桜美林大学、福岡大学が参加し、二〇一五年二月一八日～三月七日までコスタリカペルー、エルサルバドルを訪問 調査した。
 
 
この調査団の目的は、コスタリカ、エルサルバドルに、
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ＪＩＣＡと大学が連携して、野球と卓球の普及・指導のための短期ボランティア（学生ボランティアのチーム）を派遣する可能性についての調査である。
 
つぎに、筆者も参加したこの調査団の調査概要、各国の体
育スポーツ事情、要請、及びスポーツボランティアの可能性について、述べていきたい。
 
 ５．
 
調査国・調査団概要
 
 
5―
1. コスタリカ
 
 
コスタリカは、中央アメリカでもっとも安定した民主主義
国家で、憲法によって軍隊を持たず、高 教育水準を誇 国である。
 
 
これまでに五〇〇人以上の青年海外協力隊員が派遣され
ており、現在一二人の青年海外協力隊員が活動して る
（18）。
 
コスタリカでは、まず、ＪＩＣＡコスタ からコスタリ
カの治安安全状況、健康対策などのブリーフィングがあった
 
 
コスタリカでの主な調査は、コスタリカの ポーツ省、教
育省、オリンピック委員会、パラリンピック委員会、野球連盟、卓球連盟、サンドミンゴ野球連盟の代表らとの協議、コスタリカの学校体育事情情報収集。それから、現地の青年海外協力隊 野 隊員の活動視察。さらに、読売巨人軍によジャイアンツメソッド （野球指導法） の講習会の視察だった。これは、中南米で活動しているＪＩＣＡボランティアの野球隊員とそのカウ ターパート 現地の少年野球チームを対象とした野球指導講習会 、ＪＩＣＡと読売巨人軍が野球 振
興・普及についての業務協力協定を締結したことで実施されたものだ。
 
また、青年海外協力隊員の住居、現地の病院の
視察など、現地の生活環境についての調査も行っ 。
 
 
5―
2. ペルー
 
 
ペルーと日本の関係は古く、南米諸国のうち日本と国交を
結んだ最初の国がペルーである。二〇〇九年にはペルー移住一一〇周年を迎え 。現在、日系人は推定一〇万人以上いるといわれており、ペルーの日系人社会は世界で三番目 規模といわれている。これまで三〇〇人以上のＪＩＣＡボランティアが派遣さ た。
 
 
ペルーではまず、 の治安安全状況、健康対策など
説明があり、 そ から、 青年海外協力隊員の活動 （野球隊員・ソフトボール隊員）視察、住居視察、ペルー日系人協会と協議などをおこなった。
 
 
また、近畿大学理工学部野球部は、ＪＩＣＡと連携し、二
〇一三年からペルーに野球部員を青年海外協力隊短期ボランティアとして約一ヶ月間チーム派遣して 現地 野球指導、普及活動を行っている（二〇 五年で三回目） 。訪問は、スポーツ分野におけるＪＩＣＡと大学連携ボランティア派遣事業の実際である近畿大学理工学部野球部の活動を視察することが主目的だ た（ペ ーは視察のみ） 。
 
 
5―
3. エルサルバドル
 
一九七九年から一九九二年まで続いた内戦で約七五〇〇 人の死者を出したエルサルバドルは、平和を取り戻しつつある
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写真3 JICA、調査団、教育省、スポーツ省、
野球連盟との協議 
写真4 JICA、調査団、コスタリカオリンピッ
ク委員会、パラリンピック委員会、卓
球連盟との協議 
 在コスタリカ日本大使館にて 
 
写真2 サンドミンゴの少年野球チームへのジ
ャイアンツメソッドの講習会 
写真1 サンドミンゴの少年野球チームへのジ
ャイアンツメソッドの講習会 
ジャイアンツアカデミー倉俣氏 
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が、マラスと呼ばれる犯罪者集団（ギャング）による犯罪が相次いでいる。政権の課題は治安の改善及び経済の再活性化。政策の重要分野を雇用、教育、治安に置いている。
 
エルサルバドルにも、これまでに五〇〇人以上の青年海外
協力隊員が派遣されており、現在三二人の青年海外協力隊員が活動している。
 
ＪＩＣＡ からは、現地治安安全状況、健康
対策などの説明をうけた。また、青年海外協力隊野球隊員の活動や住居（生活環境）視察、青年海外協力隊卓球隊員の活動と、派遣中の短期ボランティア（約一ヶ月 卓球指導）巡回活動視察を行った。
 
 
また、エルサルバドルスポーツ庁に表敬訪問し協議。エル
サルバドルのスポーツ事情、体育事情の情報収集をした。エルサルバドル野球連盟、エルサルバドル卓球連盟とも青年海外協力隊の短期ボランティア派遣につ て協議した。
 
 ６．スポーツボランティアの必要性 各国の要請）
 
 
次に、コスタリカ、エルサ バドルでの協議においてあき
らかになった、各国の体育スポーツ事情、各国の要請などについて記したい。
 
 
6―
1. コスタリカ
 
6―
1―
1. スポーツ省
 
コスタリカにはスポーツ省があるが、まだ国会で正式に認められていないとのことである。今後 家スポーツ開発計画を策定していく予定。現在、コスタリカのスポーツは教育省
写真6 調査団と近大野球部短期ボランティア
 
写真5 地元選抜チームに指導する近大野球部
の短期ボランティア（チーム派遣） 
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写真10 調査団とスポーツ庁の協議 写真9 チーム派遣の短期ボランティアの卓球
巡回指導風景 
写真8 エルサルバドルの少年野球チームの練
習風景 
写真7 硬球を打つエルサルバドルの野球少年
（４歳） 
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スポーツ促進局が担っており、スポーツ全体の振興を目指している。
 
また、コスタリカ教育省は地域のスポーツを振興すること
で、国全体のスポーツレベルの底上げを期待している。さらに、子供、青少年の健康促進のためにスポーツを促進したいと考えている。
 
コスタリカでは、学校体育の リキュラムは存在するが、
小学校ではほとんど実施されていない。 つまり、 健康・体育・スポーツの教育ができていないのである。なぜなら、予算が少なく、体育 員の養成ができないためである。小学校に体育教師が少ない、田舎（地方）の学校に体育教師を配属できないという問題がある。
 
小学校、中学校などの教育機関に 健康教 、体育、スポ
ーツのボランティアを派遣して しいと うＪＩＣＡへの期待が潜在的にあること きらかになった。
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2. コスタリカオリンピック委員会
 
 
国家の中でスポーツの位置づけは高いとは言えない（コス
タリカは観光立国であり、そのため環境保全 自然保護、経済開発などが優先事項である） 。学校よりも競技連盟が中心となってスポーツを支えてい 。政府のスポーツ支援予算は増えたが充分で ない。ボランティアベース（無償）でスポーツが支援されているのが現状
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3. コスタリカパラリンピック委員会
 
 
コスタリカの障がい者スポーツは十分浸透していない。障
がい者スポーツを支えているのは家族である。大学生や作業療法士などが少しづつ障害者スポーツのボランティアに関心を持ち始めている。障害者スポーツを促進することで、コスタリカのスポーツを促進したいと考えている。
 
 6―
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4. サンドミンゴ野球連盟
（19） 
サドミンゴ野球連盟はコスタリカ首都サンホセ市に隣接
するサンドミンゴ市の野球連盟である。サンドミンゴ市はコスタリカで最も野球が盛んな地域の一つ。サンドミンゴ野球連盟には、現在一名の青年海外協力隊、野球隊員が派遣されている。 野球隊員の継続派遣と、 短期ボランティアの （一五名程度のチーム）を希望している。
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5. スポーツボランティアの必要性
 
 
コスタリカではスポーツをする習慣に乏しい。サッカー、
バレーボール、水泳、卓球 ハ ボール、バ ケットボール、陸上、野球 柔道は学校の リキュラムに含まれているが、前述の通り、学校体育 実施率は大変低いとのことであった。
 
 
今回協議したコスタリカの人々は、文化としてのスポーツ
をコスタリカに定着させる必要があると考えている。そのために、コスタリカの青少年のレベルに合わせたスポーツ 技術移転が可能なボランティアを必要としている。
 
 
さらに、サンドミンゴ野球連盟によれば、子供が野球をす
ることで、生活が規則正しくなる 非行から離れる、向上心を持つなどの効果があるという（コスタリカでは麻薬、売春
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などにはしる青少年の非行が問題視されている。これは中米の国の特徴だといえるだろう） 。
 
 
このようなスポーツの価値を根付かせるためにもスポー
ツボランティアが必要であ 。
 
 
とくに、日本人のスポーツボランティアに求めるものは、
まず規律（日本人のまじめさ）だということである。
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2.  
エルサルバドル
 
6―
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1. ＪＩＣＡ
 
エルサルバドルは中米の といわれるくらいまじめな
国民性である。しかし、治安状況は良い は言えな 。中米のホンジュラス、エルサルバドル、グ テマラは世界でもトップに入る殺人率の高さである（人口一〇万人あたりの殺人発生率、 九一・一六人、エルサルバドル七〇・一九人、グアテマラ三八・五〇人、コスタリカ一〇 、日本〇・三五人
（20）） 。とはいえ、これは犯罪集団マラスの抗争が原
因であり、外国人が標的とな ことはあまりない。
 
青少年の非行、犯罪集団への加入を阻止するために、スポ
ーツへの期待は大である。エルサルバドル も スポーツを通じた青少年の健全育成が期待されている。
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2. スポーツ庁
 
スポーツ庁は一九八〇年に設立された。健全なスポーツを
通じて社会、 学生、 国際社会に貢献することを目指している。そしてジェンダーや障がいを越えてスポーツを普及したと考え いる。
 
また、体育教師養成のために、体育師範学校の設立を計画
しており、体育の専門家を派遣してほしいという希望がある。
 
エルサルバドルの優先課題は、保健 教 、安全である。
マラスへの加入防止、青少年の非行防止のために、様々なレベルにおい スポーツを振興したいと考え いる。スポーツは暴力を防止するためのメカニズムになるからである。
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3. エルサルバドル野球連盟
 
 
エルサルバドル野球連盟では アメリカメジャーリーグに
よる指導者講習会が行われた実績がある。また、ドミニカやキューバからの野球指導者、メジャ リーグを経験した指導者もいる。野球の指導の方法はメジャー流といってよい。エルサルバドルでは、日本の野球の長所は、秩序であり、系統だった（オーガナイズされた）練習であ ととらえられ いる。
 
エルサルバドルは治安が悪い。エルサルバドル野球連盟も、
健全なスポーツを通して健全な青少年 育成を目指し いと考えている。そのためにスポーツを普及したい、スポ ツによって社会に通じる立派な人間を育てたいと考えてい 。
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4. エルサルバドル卓球連盟
 
エルサルバドル卓球連盟は、エ サルバド 国内の卓球を
活性化させることで、健全な青少年を育成したい、ナショナルチームの強化と、卓球を普及したいという希望 持って る。
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6―
3. まとめ
 
調査団が訪問調査した国々では、日本からのスポーツボラ
ンティアの派遣を熱望している。
 
高度な技術を持つスポーツボランティアも必要であるが、
ある程度の技術（中学高校での競技歴、大学でのクラブ活動歴）があれば、ボランティアと の活動が可能であることが、今回の調査であらためてあきらかになった。特に、スポーツの技術を直接移転するだけでなく、日本人のスポーツに対する姿勢、規律など つまり日本のスポーツ文化を日本人ボランティアから学びたいと考えている。
 
さらに、野球や卓球といった個別種目のスポーツボランテ
ィア（ＪＩＣＡボランティア）も必要であるが、体育全般を支えるボランティア 需要があるこ がわかった 体育教育を通じて、体育教員の養成 スポーツの普及、健康教育 実施、それによる青少年 健全育成 求められているのである。
 
コスタリカ、エルサルバドル両国とも、すでに、野球・卓
球はある程度普及しており、指導者もいる。ＪＩＣＡボランティアに期待してい のは、ボランティア レベルに応じ 、現地の青少年、子供たちにスポーツ 楽しさ 教えることである。技術移転だけでなく 文化交流も重視されているようだ。
 
 
その背景には、健全なスポーツをによる健全な青少年の育
成、スポーツによって社会に通じる立派な人間を育てたい、という への期待、ボランテ への期待があるとえるだろう。
 
 
このようなスポーツボランティアへの期待、要請は、他の
いわゆる開発途上国などでも同様であると考えていいのではないだろうか。
 
 ７．ＪＩＣＡ‐大学連携スポーツボランティア派遣事業の可能性
  
 
7―
1. ＪＩＣＡ‐大学連携スポーツボランティア派遣
 
ＪＩＣＡは、継続的にスポーツボランティアを確保するた
めに、大学と連携することを必要としている。
Sport for 
Tom
orrow
プログラムを実践するためにも、スポーツボラン
ティアの確保が急務であ 。さらに、大学をとおしてのＪＩＣＡ事業についての広報も期待しているといえよう。一方の大学にとっては ＪＩＣＡと連携することによって、 際ボランティア活動を通じたグローバル人材の育成が可能となる。
 
なお、ＪＩＣＡボランティアは、ＯＤＡ（政府開発援助）
の一翼を担っている。つまり国家事業 よって 派遣されたボランティアは、民間企業やＮＰＯ法人など 介す国際協力（ボランティア活動等）よりも、安全（健康）に対して、日本政府、外務省、ＪＩＣＡなどによって十分 配慮がなされている。
 
さらに調査の結果、現在のＪＩＣＡボランティアの活動は、
技術移転でもあるが、国際交流の側面が強調され いると考えてよいだろう。このような国際交流 予防外交の一面を持っている。
 
ボランティアの安全が確保されたうえでのこれらの活動
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は、ＪＩＣＡ、大学双方だけでなく、より良い国際関係を構築するうえでも大変有意義な活動である。
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2.  
ＪＩＣＡ‐大学連携ボランティア派遣の問題点
 
7―
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1. ボランティア応募のための条件
 
ⅰ．年齢
 
ＪＩＣＡボランティアには、応募時に満二〇歳以上という
応募条件がある。この条件にかなうには、大学三年生になるのを待たなくてはならない（大学二年生の一月に成人式を迎える） 。よって、大学連携しても、ＪＩＣＡボランティア派遣の対象となる学生は、全大学生のおよそ半数にしか過ぎない。
 
ⅱ．語学力
 
ＪＩＣＡボランティア応募のためには、英語の場合
TO
EIC
三三〇点以上、英検三級以上、
TO
EFL
四一〇点（
C
B
T
一〇
三点、
iB
T
三四点）以上、
G
TEC
三〇〇点以上、商業英検三
級以上、日商ビジネス英検三級以上などの語学能力が必要となる。よって、応募前に語学能力の試験を受験し、相応の成績を収めておく必要がある。
 
また、大学生ならクリアして当たり前といわれる水準であ
るが、昨今の大学入試は多様化しており、必ずしもこの水準をクリアする大学生ばかりとは言えない が現状である。とくに、スポーツボランティアの場合、この語学 水準 応募する意思のある学生を敬遠させる。
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2. 派遣時期
 
前述のとおり、応募資格や募集時期
（21）、大学の授業期間を
勘案すると、大学生が参加可能なのは、大学三年生時の二月から三月の要請案件での活動が適当であろう。しかし、現在大学三年生の二月から三月という時期は、就職活動開始の期である。
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3. 希望する学生がどの程度いるのか
 
 
ボランティアであるため、強制性を持たせることはできな
い。どの程度の人数の学 が自発的にＪＩＣＡボランティア事業に参加したいと考えるかについては、予測できない。とはいえ、大学四年生時（卒業年度）に青年海外協力隊に応募している学生が多数いることを考えると、潜在的な希望はあると思われる。ＪＩＣＡ‐ 連携はボランティア事業 あるため、 派遣義務 （毎年何人を派遣しなくてはな ないなど）が生じ のは好ましくないと考えられる。
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3. ＪＩＣＡ‐大学連携スポーツボランティア派遣のた
めに
 
 
右記のような問題点をクリアするためには、次のようなこ
とが考えられる。
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1. 応募年齢の柔軟化
 
応募時満二〇歳
（22）以上の応募条件を柔軟にする（たとえば
派遣時に満二〇以上、または満一八歳以上とする） 。こうすることで、大学一、二年生の派遣も可能になり、就職活動の
84松浪稔
開始とも重ならない。それどころか、ＪＩＣＡボランティアの経験を大学に戻ってからも大学に還元することができる。学生の就職活動の際にも国際ボランティア経験は強みになるだろう。
 
なお応募年齢を柔軟化することで、派遣時期も二月、三月
に限らず（夏 派遣なども可能になり） 、活動の幅が広がると考え れる。
 
 7―
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2. スポーツボランティアにおける語学能力条件の緩和
 
 
短期のスポーツボランティアの場合、ＪＩＣＡボランティ
ア（二年任期の長期ボランティア）が活動している場所で、そのＪＩＣＡボランティアの補完、支援をする活動を行っている（現地の言語でコミュニケーションし、短期ボランティアの生活等の面倒をみることができるＪＩＣＡボランティアがいる所でないと短期ボランティアの派遣は難しい） 。つまり、出発前に短期ボランティアに課される語学能力は、通常の二年任期のＪＩＣＡ の応募時よりも低くても対応可能ではないだろうか。
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3. 大学コンソーシアムの形成
 
ＪＩＣＡはボランティアの確保が必要である。大学は希望
者が集まるか不確定である。それならば、ＪＩＣＡと連携している大学でコンソーシ ムを形成し、ボランティアを派遣することも視野に入れてよいだろう（たとえ 野球の短期チーム派遣の場合、Ａ大学、Ｂ大学、Ｃ大学からそれぞれ数名づつ選出し、チームとして派遣するなど） 。こうするこ
で、ＪＩＣＡは安定的にボランティアを確保でき、大学は希望者が少なかった場合でも大学間で協力しながらプロジェクトを実施することが出来るだろう。
 
 
7―
3―
4. 複数職種のコラボレーション
 
 
大学がボランティアを派遣する際には、長期のＪＩＣＡボ
ランティアがいるところに、長期ボランティアの主導で短期ボランティアがその活動を補助するという、派遣しやすい受け入れ態勢が確立している とが重要である。
 
 
その際に、同職種に限らず、複数職種のコラボレーション
による派遣の可能性もある ではないだろうか。例えば、青年海外協力隊ならばコミュニティ開発や青少年活動を職種とする青年海外協力隊員がいるところに、体育やスポーツ種目の短期ボランティアを派遣するなど ある。このような柔軟性がある方が、活動しやすいのではな だろうか。
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5. 短期体育ボランティアの派遣
 
 
今回の調査では、各国、スポーツを通した青少年の健全な
発達や、スポーツ 普及のために、体育教員を養成する必要があることを訴えていた。体育を職種とする長期のＪＩＣＡボランティアが派遣されてい ことが前提とはなるが、そに補助としての体育の短期ボランティアの は考えられないだろうか。保健体育教師をめざす学生は、短期ボランティアに参加することで大変良い経験ができるだろう。体育教員を養成している大学、そして学生にとって大変よい経験の場を提供すること 出来ることは大きな利点とな
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 ８．おわりに
 
 
二〇二〇年東京オリンピック招致で、日本は
Sport for 
Tom
orrow
というプログラムを発表した。これはオリンピッ
ク開催に際して、日本が発信した国際公約といってよい。
 
 
二〇二〇年までに一〇〇ヶ国で一〇〇〇万人以上の人々
にスポーツを通じた国際協力、国際交流を行うために注目されるのがＪＩＣＡボランティアである。しかしＪＩＣＡボランティアへの応募者は減少傾向にある。そこで、グローバル人材の育成を促進したい大学と ボランティアを確保し いＪＩＣＡが連携し、ボランティアを派遣する事業がはじまっている。コスタリカ、ペルー、エルサルバドルを調査した結果、 各国とも ポーツを通じて 健全な青少年を育成 たい、スポーツによって社会に通じる立派な人間 育てたい、というスポーツへの期待があった。また、野球や卓球といった個別のスポーツ種目の技術移転だけではなく、体育 健康教育を促進する体育のボランティアへの期待も高かった。つまり
スポーツボランティアは必要とされているのである。
 
 
ＪＩＣＡが大学と連携してボランティア派遣するには、応
募条件などの障壁があることもあきらかであるが、必要とされている を、応募しやす 、派遣しやすい方法で、継続して派遣していくことが肝要 ろう。
 
Sport for Tom
orrow
やＪＩＣＡボランティアは国家事業で
あり、国家対国家の国際関係で行われる。また、スポーツボランティアの活動は ＪＩＣＡ、大学双方だけでなく、両国家間の国際関係を良好にする外交手段でもあ さらにーツボ を通して国家間 連帯を強固にするは、スポーツが国境という壁を容易に乗り越え 力があることを示すだろう。スポーツには 境がないといわれるが、スポーツボランティアは まさに 境 越えた連帯、人と人との交流が可能な活動である。そこ 、近代スポーツの論理を超えた、ポストグローバル社会のスポーツ あり方があられるのではないだろうか。
 
  【注および引用文献】
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 プログラム」
http://w
w
w.m
ofa.go.jp/m
ofaj/files/000046922.pdf 
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(7) 図
（1）に「
Sport for Tom
orrow
プログラム」の概要を示す。
 
http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m
ofaj/files/000046922.pdf 
二〇一五年五月二六日確認。
 
(8) 外務省ＨＰ。 「 「
Sport for Tom
orrow
（
SFT
） 」プログラム概要（主な実施例含む） 」
 
http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m
ofaj/p_pd/ep/page22_001221.htm
l 
二〇一五年五月一八日確認。
 
(9) 「
Sport for Tom
orrow
」ＨＰ。
 
http://w
w
w
.sport4tom
orrow.jp/jp/ 
二〇一五年五月一八日確認
 
(10) 一九六二年に設立された海外技術協力事業団と一九六三年に設立された海外移住事業団が一九七四年 統合し、外務省所管の特殊法人国際協力事業団（ＪＩＣＡ）が設立された。 〇三 独立行政法人国際協力機構法（平成一四年法律第一三六号） に基づいて、 国際協力機構となり、 二〇〇八年、 国際協力銀 海外経済 業務を承継し、 日本のＯＤＡ （
O
fficial 
D
evelopm
ent A
ssistance
政府開発援助）のうち、国際機関への資金拠出を除く、二国間援助の手法「技術協力」 「有償資金協
力」 「無償資金協力」を一元的に担うようになった。
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(11) 数字はいずれも二〇一五年三月三一日現在。
 
ＪＩＣＡボランティアＨＰ。
 
http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/results/jocv.htm
l#r03 
二〇一五年五月二一日確認。
 
(12) 日系社会青年ボランティアは、 九か国一二一七人の派遣実績。 シニア海外ボランティアは七三か国五六八七人の派遣実績。日系社会シニア・ボランティアは一〇 四五六人の派遣実績。
 
ＪＩＣＡボランティアＨＰ。
 
http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/results/index.htm
l 
二〇一五年五月 一日確認。
 
(13) 筆者も一九九五年から 九九七年まで青年海外協力隊、体育隊員としてフィリピンに派遣され、二年間の活動を行った。
 
(14) ＪＩＣＡボランティアＨＰ。
 
http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/outline/qa/index.htm
l 
二〇一五年五月二一日確認。
 
(15) この背景には、 二〇二〇年東京五輪にむけた
Sport For Tom
orrow
だけでなく、 二〇一五年が青年海外協力隊発足五〇周年、
日・中米交流年（ は、日本と中米 カ国（グ テマラ、エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ）が外 関係を樹立してから八〇周年 あたる。 ）にあたること、さらに二〇一五年一月五日 ＪＩＣＡと読売巨人軍（ジャイアンツ）が野球の振興・普及のための業務協力協定を結んだ ファンケルからの野球用具寄付などがある。
 
(16) グローバル人材育成推進会議： 「グローバル人材育成戦略（グローバル人材育成推進会議
 審議まとめ） 」二〇一二年（平成
二四年）六月四日。
 
http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/global/1206011m
atom
e.pdf 
二〇一五年五月二三日確認。
 
(17) 近畿大学（ペルー、野球） 、日本体育大学（ブラジル、野球） 、兵庫県立大学（アルゼンチン、野球） 、国士舘大学（ブラジル、剣道） 、関西学院大学（スリランカ 体育） 、筑波大学（カン ジア、体育）の六大学。さらに、二〇一五年六月桜美林大学がコスタリカに野球のボランティア 派遣する協定を締結した。
 
(18) 二〇一五年三月三一日現在。
 
(19) 読売巨人軍の講習会もサンドミンゴ野球連盟 使用してい 野球場を使用した
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(20) ＪＩＣＡでのブリーフィングによる。
 
(21) ＪＩＣＡボランティアの募集は春と秋、年二回行われる。短期ボランティアの募集は、年四回（募集開始、五月上旬、八月上旬、十月下旬、二月上旬）行われている。大学連携ボランティアの場合、八月上旬に募集し、選考を経て、二月～三月の春休み期間に短期ボランテ アが活動するというタイムスパンである。
 
(22) 応募時満二〇歳以上という基準は、民法の成年年齢の規定によ ものであろうが、今後民法が改正され 成年年齢が引き下げられれば、この懸念はなくなるだろう。
 
  
本研究の一部は、
JSPS
科研費基盤研究（Ｃ）課題番号
25350734
の助成を受けたものです。
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“Sport for Tomorrow” program and JICA Sport Volunteer 
- The Research Study of Costa Rica, Peru, and El Salvador - 
 
MATSUNAMI Minoru 
 
 
“Sport for Tomorrow” is Japan's official national policy to promote the value 
of sport and Olympism. This program was formally announced for 2020 Tokyo 
Olympic invitation at the 125th IOC Session. One of the main goals of “Sport for 
Tomorrow” is to promote international cooperation and cultural exchange through 
sport for more than 10 million people in more than 100 countries by 2020.  
JICA (Japan International Cooperation Agency) dispatches volunteers to 
developing countries to help solve their most pressing problems from 1965. As of 
present, more than 40,000 volunteers had worked in various fields in developing 
countries. JICA is expected to dispatch sport volunteers to all over the world for 
international cooperation and cultural exchange through the “Sport for Tomorrow” 
program.  
In this paper, we discuss the purpose of the “Sport for Tomorrow” program, 
JICA Volunteers’ projects, and the need for JICA volunteers in Costa Rica, Peru, 
and El Salvador.  
The “Sport for Tomorrow” program is Japan's national policy for the 2020 
Tokyo Olympic Games. This is the one program by which Japan will continue to 
contribute to global society. 
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